


司会進行に準備にと頑張ったJ LCけや 
ぐとOB会のメンバーに今会長ら。 

山中会長は「子

どもはとても楽し

いことがたくさん

あるので、ぜひみ

なさん一度参加し

てください」と話

していました。 
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金
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

（
会
長

廿
今
淳
一
）
と
金
木
町
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
 

ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
J
L
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）
け
や
ぐ
（
会
長
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山
中
淑
未
）
が
主
催
し
た
「
チ
ャ
イ
ル
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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」
が
十

一
月
三
十
日
、
町
内
各
地
区
の

子
ど
も
会
の
児
童
約
五
十
人
が
参
加
し
て

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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金
木
、
嘉
瀬
、
喜
良
市
地
区
の
子
ど
も

会
の
交
流
に
よ
り
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
会

の
発
展
の
た
め
友
情
と
団
結
を
深
め
、
 一

人
で
も
多
く
の
友
達
を

つ
く
っ
て
も
ら
お

う
と
行
わ
れ
た
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も

今
回
で
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
 

は
じ
め
の
う
ち
は
遠
慮
気
味
に
参
加
し

て
い
た
児
童
た
ち
で
し
た
が
、
け
や
ぐ
や
 
 

0
B
会
の
進
行
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
列
車
に
大

根
抜
き
な
ど
の
ゲ

ー
ム
や
各
子
ど
も
会
の

出
し
物
発
表
な
ど
が
進
む
う
ち
に
、
積
極

的
に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
後
半
の
こ
ま
回
し
ゃ
お
手
玉
に
紙

風
船
な
ど
昔
の
遊
び
に
は
、
来
賓
や
父
母

も
参
加
す
る
な
ど
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。
 

各地区子ども会の交流で 

友情と団結を深める 



(
 

・

縄
、
 

苛
ン
タ
ワ
呂
乞
易
 

罷来を担う子供たちにとって 

子
ど
も
た
ち
が
待
ち
焦
が
れ
た

毎
年
恒
例
の
 
「
かな
ぎ
サ
ン
タ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
 
が十
二
月
十
三

日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
、
 

そ
し
て
地
域
住
民
が
楽
し
め
て
夢

の
語
れ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
と

は
じ
ま
っ
た
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
も
今
年
で
十
六
回
目
を
迎
え
、
 

会
場
に
は
親
子
連
れ
約
五
百
人
が

訪
れ
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
は
サ
ン
タ
へ
の
お
 
 

願
い
カ
ー
ド
を
書
き
、
サ
ン
タ
く

じ
と
着
ぐ
る
み
劇
を
楽
し
み
、
バ

ン
ド
演
奏
に
あ
わ
せ
て
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
を
歌
う
な
ど
大
喜
び
。
 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
金
木
町
が

津
軽
三
味
線
発
祥
地
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
津
軽
三
味

線
の
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
赤
い
ハ
ン
チ
ャ

の
サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場
し
、
 一
人

ひ
と
り
に
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
 

子
ど
も
か
肱
」
はー
一
足
早
いク
リ
ス
 

マ
ス
を

満
喫
し

蕊
爾
讐

j
ー
 

前日の準備と当日の進行にと大忙しだった、か

なぎサンタフエスティバル実行委員会とボラン

ティアの方々。フエスティバルを終えて事務局 

長の渋谷多加さんは「予想以上に子どもたちが沢山きてくれたので、 

大盛況に終わることができました。」と話していました。 
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平成15年度国民健康保険被保険者優良世帯表彰式が11月20日、役場 3階大会議室で行われ

出席した33世帯が表彰されました。 

今年は平成14年度国保加入2,850世帯中、 1年間国保の療養給付を受けなかった55世帯と、 

継続して 2年以上国保の療養給付を受けなかった33世帯の計88世帯が今年度国保優良世帯に

選ばれ、この日出席した33世帯へ鳴海町長が表彰状と記念品を手渡しました。 

町が保険者となって運営している国民健康保険の予算は年々増え続けている現状の中で、 

平成14年度に保険給付として町が医療機関等へ支払いした金額が前年より約1億 3千万円下

回っており、この要因のーつとして今回表彰された方の健康な体のお陰であることから、今

後の国保事業安定運営のためにも町民1人ひとりが健康に気をつけましょう。  
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年度 ,
 

其
田
さ
ん
に
今
後
の
目
標
な
 

ど
聞
い
た
と
こ
ろ
「
産
地
化
に
 

向
け
た
仲
間
づ
く
り
と
規
模
拡

大
を
図
り
、
加
工
と
販
売
を
取
 

り
入
れ
た
経
営
の
多
角
化
に
よ
 

る
経
営
力
向
上
を
目
指
し
た
い
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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《川倉】其田秀幸氏》 
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平成12年度から始まり今年度が最後となる生産調整協力奨励券の交付が 
11月25日から27日にかけて、役場町民ホールを皮切りに各地区のコミュニ 
ティセンターなどで行われました。 
役場町民ホールでは、最初の交付となった朝日町の 

角田登さんへ鳴海町長が「生産調整への協力を感謝し 
ます」と奨励券を手渡しました。 
生産調整の協力を喚起、奨励し町経済の活性化にと 

行われてきた奨励券交付も 4年間で述べ2,668人へ78, 

844枚39,422,000円が交付されますが、今年度分を受け 
取りに来ていない方がいるとのことです。使用期限が来年3月末までです 
ので農林課までお急ぎください。 

午産静秘協刀 .a c励気交jI  
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青
森
県
農
業
ガ
飛
躍
の
芽
ガ
大
集
会
が

十
一
月
十
八
日
、
青
森
市
の
青
森
国
際
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ

「
青
森県
農
業
賞
」
個
別

経
営
部
門
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
川
倉
の
其

田
秀
幸
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

農
業
賞
は
地
域
立
地
特
性
を
生
か
し
創

意
工
夫
を
重
ね
二
十
一
世
紀
の
県
農
業
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
意
欲
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
農
業
者
等
を
表
彰
す
る
も
の
 
 

で
今
年
度
は
四
個
人
、
四
団
体
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
 

其
田
さ
ん
の
受
賞
は
、
稲
作
地
帯
に
お

け
る
路
地
野
菜
「
な
が
い
も
」
と
施
設
野

菜

「
夏秋
ト

マ
ト
」
を
組
み
合
わ
せ
た
周

年
化
を
実
現
し
、
農
地
・
機
械
・
労
働
力

を
効
率
的
に
利
用
し
た
大
規
模
経
営
や
農

産
物
の
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
の
一
貫

し
た
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
三
村
知
事
か
ら
其
田
さ
ん
へ

奨
励
賞
の
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
賞
金
十
万
 

円
、

副
賞
の
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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賞
金
十
万
開
を
寄
付
 

十
一
月
二
十
一
日
、
仕
事
の
 

都
合
上
こ
れ
な
か
っ
た
其
田
さ
 

ん
の
代
理
で
奥
さ
ん
の
文
子
さ

ん
が
町
長
室
を
訪
れ
、
鳴

海
町
長
に
受
賞
報
告
を
行
い
、
 

席
上
今
回
の
受
賞
賞
金
十
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 と
町
に
寄
付
し
ま
し
た
c
 

町
で
は
こ
の
寄
付
金
を
 

”一
老
人
用
つ
え
の
支
給
な
ど
、
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一
老
人
福
祉
関
係
に
役
立

て

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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